
　，　複雑で，炭層追跡に困難を感じている。從つて将来の開’

　　　　発計画を準てるた珍に・、．今ピ段Q精査を要するb

㌧　　　　　（f！、本地域最南部牛深炭砿勉区は最も将来性を認め，

　　　　、られる。現在牛深炭砿は海岸にごぐ接近して開坑し・露

’
頭
部 に跳較的近接した区域のみを採掘している。

　』從つて将来更に西南方の海底下の三尺暦に向い，本格．

的採炭を行うべきである。　　『　　　　　’A
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幅島縣南会津郡黒沢鉱山電気探鉱調査報告
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　謡島縣南会津郡伊北村の黒沢鉱山鉱区内及び其隣接地

附近において電気探鉱法による調査を実施した。伊北村

只見部落内で嘗て井戸掘め際硫化鉄を産出したと漢えら

れる個所力；あり、，此の附近におけお潜在鉱床探査を目的

　≧して本調奪を実施したものである。電気探鉱は自然電

位法及び比抵抗法属より行つた。自然電位法により，只

具郵便局り南方より略々西方田ノロ沢にかけて物相導広

範囲に亘る異常帯の存在を認め，之が東方延長は興亜鉱

床或いは山神螺床に連るものと推定された・・比抵抗法に

　よれば，此地帯中特に低比抵抗を示し，自然電位法の結

果≧一致して鉱床潜在の可能性ありと思われる区域を発

，見した。此の区域は更に試錐による探鉱を進めることが

必要であるo

　　　　　　」　　　鱗　　言

　昭和23年1g耳より妊月に亘ウ黒沢鉱山附近におい
て電気探鉱調査を行づた。救に其の結果を報告する。

　此の調査宅は筆者の外本間一郎，、杉山光佑が電気探鉱
　ヤ
を，茅山芳夫が測量を担当した。

　柴物理探鉱蔀
、

＼ 、

ノ

　正　　義＊

　　　．本鉢山は昭和18年度筆者等により電気探鉱調査が行

　　われている。．叉今回の調査に先だち本所科野技官によ

　　り，調査区域附近の地質調査が行われだo

隻，　本調査施行に際し，種々支援を與えられた編島縣鉱業

　　会に対し謝意を表する次第であるb

　　　　　　　　　　1．位置及び交逼

　　　黒沢鉱山は編島縣南会津郡朝日村黒沢にあつて，・其の

　　事務所を同郡伊北村只見に置く。只見には会津線会津宮

　　下瓢び会醐島駅よ鋼れ赫ろトラツク奪通じて．

　　いるが，前者は約50k皿後者は約60k斑の甚応遠隔の

　　堆砕劇り，且つ冬期には多量の積雪の欝之等の交通機関

　　ほ全く杜絶するので，‘此の期における轍邊交通は頗る不

　　便である6、

　　　　　？　　　2・地形・地質及び鑛藤

‘　　只見部落の西寿には西北方より西南方にかけて標高約・

　　713mの要害山及び之に連惹山陵がある。叉同部落の南

　　で南方から来る伊南川が西ふらの只見川に合流し，只見一

　　の東を北流する。只見川と要害山との間に挾まれた附近

　　はZF垣な地形をなし，此処に水田，畑地等が発達し七い

　　る◎叉只見の北東方約2kmには乳只見川を隔て』標高

　　871m¢）柴倉山甕立し，本鉱山は此南乏西麓の比較的緩

　　傾斜の部にあるQ

　　　本鉱山附遊は第三紀緑色凝荻岩及び石英粗面岩よ、り構

　　威され・鉱床獄恥の擬友岩中に胚胎された黒鉱々床であ

　　つて，興亜，山紳及び白馬と呼ばれる三鉱床がある。前・

　　二者よりほ銅，鉛，亜錯鉱を，，後者よりは石膏を毒出す

　　る5職時中は興亜鉱床より銅，錯，亜錯を，1白馬鉱床よ

　　り石膏を窪したが，雛は後渚のみ採掘している。今回

　　電気探鉱を実施した地域は只見川と要害山との間の平坦

　　な地帯で仲積層を塚て覆われ岩石の露出なく，科野技官

　　によれば西方要害山の購近に僅かに露出する岩石の状態

　　よりこの附近は緑色凝茨岩及び之を貫く右英粗面岩で構

　　成さ妬珪化作用は比較的広範隙こ亘？て行われている

　　が，黄鉄鉱の鉱染している部分は全く見られないとのヒ

　　とであるp叉伊南川の東現在稼行中の鉱床の南方で黒沢

，52〆
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第1図，黒沢鉱山附近地形並電気探鉱区球図

　々の河床に1ヵ所凝友質頁岩の下盤に黄鉄鉢の多い粘土．、

化ぜる珪化帯を認めたo

　　　　’．　3・・電氣探鑛・
　a．調査目的及び調査区域　　　　　　、6

　只見部落において嘗て井戸掘墾の燦硫化鉄を蓬し参由

・傳えられ宅居り，此の附近に鉱床潜在の可能性が考えら

’れおので，鉱床の有無を調査する爲黒沢鉱山の鉱区内及

ヅ其の隣鱗区内において・第吸び第鰯駆域澱，

　けて電気探鉱法による調査を実施した。叉黒沢凝下流の

　河床における珪化帯附近では本法における示徴の程度を

・’知る爲第躍躯域を設けズ試騰調牽を行つた（第

1図）ゑ

　一b．調査方法

　〔第1調査区域〕本区域に於てはN45。Eの方向に長

　さ500mの測線を20本夫々20m間隔に設置して，南か

53

ら北へ順次イ，エ，・・讐ヨの記号を付し，各測線上に10m，．

毎に測点を設置東方より順次0・1・2・・』、の番号を付し

た。但し区域の北牛は西方へ300mずらした爲，その番

号は0・》50，或は30パSOとなつている。叉3解15間では一

ア，ウの二測線を設置した。之等の中で家屋其他の障害

物の爲測点を欠いた個処もある（第1歯，第2図〉。一

本区域で行つた電気探鉱法は自然電位法及び比抵抗法

である。自然電位法においてほ区域内の一定点（ケ29附

近）を基準として之と各測点との聞の電位差を測定しン

其結果を第3図自然電位分布図に示した。叉比抵抗法に

おい宅ほ四極法を探用し，電極間隔（a）を20，40mの．

2種に就き測線に沿い電極を配置して10m毎に測慮を

行い。其結果を第4図比抵抗分布図に示したo，
一
〔
第 2調査区域〕

本区域ではN2翻1め方向に1長ざ［5・Omの測線を2・・

＼、
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第2図　第1調査区域地形及び測線図

：n間隔に3本設けて夫々A，B，（予とし，、各測線鼻に北

方より工Om毎ko，1，2，…・50の測点を設置した。

・本区域では自然電位法のみを行い，基準点をB23附近

に選んで之と各測点との間の電位差を測定し，其結果を

第5図自然電位分布図に示した。

　〔第3調査区域〕・

　本区域においては前記珪化帯の露頭を囲ん零Nqo。』E，

の方向に10単問隔1こ長さ50mの測線を4本設け，之を

西方より順次A，：B，C，nとし各測線上に5m毎に南方

より。0，工，2，一の番号の測点を設置した。本区域にお

いては自然電位法のみを行い・基準点をA2『として斉測

点との間の電位差を測定した。

C．’調査結果

〔第鰯査区域〕『　ゾ　ε．・　茎
　自然電位法による結果は第3図に示した如くである

が，電位は最高（十）72mV，最低（一）32mV其の差は約
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第3図　自然電位分布図

■00mVあつて著しい負電位1

を示すものはないじ．然し乍ら

負電位の分布は相当広範囲に

一亘るもので，極めて注目すベ

　　　　　ドきものがあるQ印ち（一）20
’
m V以下の低電位を示すもの

は「フ60』「フ56」及び「ウ13一ウ6」

附近のみて1あるが，・「ユ62一イ

10』の方向に幅約100mに及

ぶ相当広範囲に亘う地帯が低

電位を示し，中で「ヅ40」・『ッ

3・」・「シぎ6一コ32」r「コ28」のF付近

に（一）10mV程度の負電位を

示すものがある。叉「ヤ71一ト

6g』・「ユ62一ユ硯の附近にも，

、低電位帯の存在するのを認め

ることが出来る。比抵抗法の

結果は第4図（A），（B）に示』し

た如くであるo（A）（a＝20m）について見ると10K読m以

下から憩0：K伽m以上の相当異つた比抵抗値を示すが，

其の分布ほ略「ヤ』3一二3g一シ3g一工30」を通る線を境として・

其の北側では40K伽m以上の比較的高比抵抗を，南側

では一般に20醒30K£cm程度の比較的低比抵抗を示し喝

ている・特に「タ4・」∋「シ46」’りβ駈には・OKρcm場下の

低比抵碗を示すものがある。叉高地抵抗を示す部1；おい

ても「ト35〔タ3・」・「シ32一ク3・」・「コ27一力23」・「コ23」め附近で

は比較的低比抵抗を示して》る。（B）（a＝釦界）におい

　　ろては（A）に比し廿般に低比抵抗を示し，地抵抗値は1《・・
35K：52Gmであるカ§，略々・rト36一力うヂエ31」を通る線を境

として其の北側には10K：詔cm以上の比較的高比抵抗部

を，南側は低比抵抗を示しているが伊蔚；略々「ト36一力

制線の延長線を境として北側では処々に10KρG皿以上

の部ありi其9他は殆ど10Kl52cm以一やを示し中｝こrホ6r

ツ4・」●「，フ71一ハ63－765』・「ユ38一ミ3gJ・「フ3g一ネ43一ネ37」等の

　　　　し附』近及び「セ壬｛一工36』線以南には5K、9Gm以下の低比抵

抗部があつて，其の中には2・5K伽m颯下の特に低比抵

抗を示すものがあるQ（A）及び（B）を比鮫して見るとそ

の比抵抗値は可成の桶違を有一し，又比較的高比抵抗部の

．分布は両者略一致するが，特に低比抵抗を示す部分の分

布は余り一致しない。

　域上の結果を考察するに，この区域の北部においてぱ

概して高比抵航物質，南部は低比抵抗物質秀布し，自然電

位は高比抵抗分布区械は高電位，低比抵抗分布区域は低

電位を示す傾向があ葛。斯る傾向から推察す巻と，この

自然電位異常には高低抵抗物質の接触電位に帰因すべき

影響も幾分かは考慮しなければならない。然し乍らrフ

　．F
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第4図A　比抵抗分布図（4極法）
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第4図B．比抵抗分布図（4極法）

　6「を中心とする負電位区域は前述の影響めみとは考え
’
ら
れ ず，負中心下に電源の存在が推完され，且つ比抵抗法

　によると我＝401Rの場合2・5Kρm以下の低比抵抗り分
　布することを考え池ば，鉱床潜在の可能性有るものと推

　定し得るところである。更にこの東方「ツ蜘・「ツ釦・「シ

　36一コ馴・「コ23」及び「ウ1r』ウ6」等の負電位に対しては，

　今直ちに鉱床賦存を想完し得ないけれども，・今後の探鉱

．忙際し大いに考慮すべき地点と考えられる。叉「ヤ75一ト

6g」に亘る細長い低電位幣に？Vては，，裸鉱上注意すべ

　きものと考えられるが，地形，水路等の影響も考慮しな

　ければならないので，充分な推定は下し得ない。

　〔第2調査区域〕

　、本区域に於ける調査結果は第5図に示す如くであつ・

　て，最高（十）38mV勃最低（r）4αmV其の差は80mV

　未満である。・趾の中で「A蜘・「C司附近に負中心形成の徴

　候を認められる。．測点との関係から負中心の位置を確認

　　　　　　　　　　も　するに至らず，叉最低電位の値を知り得ないが，等電位

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　．〔炭量〕　調査地区内に於ける來炭層の分布面積は小石

　餅層の西側が750，000m2，東側力虹，120，000血2あつて・

　其炭量は前者は3膚00，000醜・後者ほ6・60Q・000確・合

　，計9，900，00Q殖であ蚤◎、

　－〔結論〕　本地区は向斜構造の東翼1に当りジ地暦の走向
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』一一
　　　　　第5図　自然電位分布図計図

　線の状態がら前者は西方に後者は東南方に拡る傾向

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　が推察される。仮に負中心の位置を之等の地点から一
　　　　　　　　　　　　　　　む　余り遠く離れないものと考え，更に第3図と総合し

　て見ると，之等の低電位を示す地帯は略一直線をな1

　　し，更に之を東方へ延長すれば只見川を越え山紳鉱

　床或は1興亜鉱床に漣るもの』如くで訪るo

　　 〔第3調査区域〕　・・’　・　　・　　　，

　　本区域での測定結果図は省略する。電位は最高

　　（＋）28m▽。最抵（一）26mVあつたが，露頭附近で

　　はその周囲より約5myの低電位を示すに過ぎな

　　い。最抵電位はAlo附近に見られ，」比の極く附近で

　　　ウ　　は地形の高くなるに從つて，電位低下の傾向が見ら

　れた己本区域でほ鉱困潜在を推定し得る檬な資料は

　得られなかつた。’．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　4．結　論　。
　　本鋤では第・暁第3り3磁蝿罧鉱法に．

　　よる調査を行つた。

　　第1調査区域では自然電位法及び比抵抗法を，第
2，3両区域では自然電位法のみを襲施した。第1，第『2

両区域における自然電泣法の結果1只見郵便局附近より』

部落西方の田の口沢尽尚う方尚に相当巧範囲に亘り辱電

位帯が存在し，之が東方への延長上にも低霧位部の存在

が認められた。こあ低電位帯は更に只見川対岸の山紳鉱・

床或は興亜鉱床1こi連るもの～如く、見られた。更に比抵抗

法によりダ此の地帯中において特に低比抵抗を示す個処1

の存在するのを認めた。此の附近には鉱床潜在の可能性

あるものと考えられるので，試錐を実施して更に裸鉢を

進める必要がある5．其の爲詳錐地点として「ホ6g一ホ63」・、

「マ5町フ5因等の附近を先ブ選定する。票の結果により低・

購批示す糠中rト45鮒近及び比騨法磁余曙馬

し啄齢得ら紘いが・．黙電位脚こよ砺騨榊甲
「ツ姻●「シ3裏」●「ツ31」・「コ23」・「ウ13τウ6」り附近にも探鉱

を進める必要がある≧思われるo第3調葺区域では黄鉄

鉢を含む珪化幣の露頭附近に僅かに電位め偉下するのを

認め得たが，鉱床潜在を推定し得る点に至らなかつた。，
　　　　　　　　　　一…・（66頁より続く）・・…・F

に低角度に交わる正断暦により，．爽炭暦が繰返し広く露

出し，．全体として西へ向う箪斜構造を示す。炭暦ば傾斜

15度内外で，地下浅く発達し1更に南方及び北方眞導続
｝ると共に向斜の西翼として分布し有望であると考える’

仙口定）

〆




